

日本語パートナーズ福岡県推薦プログラム　応募用紙
１．「派遣希望」欄に、最も希望する国から順に１～３で派遣希望順位を記入してください。派遣を希望しない国または応募要件を満たしていない国がある場合は、×を記入してください。

	派遣希望
	派遣先国・期

	
	タイ10期

	
	インドネシア17期 ※1

	
	ベトナム9期 ※2


２．提出書類（チェックリスト）　※いずれも原本を提出してください。
□ 応募用紙　計5枚
□ 学歴に関する証明書

□ 推薦状　1通

以下、アンケートにご協力をお願いします。

１．今回の募集を知ったきっかけは何ですか。

□ 福岡県庁、福岡県国際交流センターのウェブサイト、SNS等　□　チラシ
□ 国際交流基金のウェブサイト、メールマガジン、SNS等　　　□　大学等からの情報提供

□ 日本語教師、日本語教育関連ウェブサイト　　□ 友人・知人の紹介　　□ 新聞・テレビ等

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．日本語パートナーズ派遣事業への応募経験はありますか。

□ ある　（募集時期：　　年　　月／派遣先希望国：

　　　）　□ ない

３．日本語パートナーズ派遣事業説明会に参加したことはありますか。

□ ある　（説明会開催時期　　年　　月／会場　　　　　　　　　　）　□ ない

４．福岡県国際交流センターまたは、国際交流基金の海外日本語教育派遣プログラム等への

参加経験はありますか。

□ ある　（プログラム名：　
　　　　　
　）　□ ない



（2021年　　　月　　　日現在）
	フリガナ
	　
	性別

	氏　名
※戸籍上の氏名
	　
	男・女

	生年月日
	西暦　　　　　年　　　　月　　　日生（　　　　歳）

＜応募要件を満たす生年月日＞
タイ10期：1952年7月1日から2001年9月15日まで
インドネシア17期：1952年10月1日から2001年9月15日まで
ベトナム9期：1952年10月1日から2001年12月1日まで


	現住所
	〒



	
	電話：　　　　　　　　　　携帯電話：

	
	Eメール：

	勤務先住所

（在勤者のみ）

	〒



	
	企業名：
所  属：

	
	電  話：　　　　　　　　　役職：



	学歴
	期　間　※西暦
	学校・学部・学科名　※新しいものから順に中学卒業まで記入

	
	　　　年　　月～　　　年　　月
	

	
	　　　年　　月～　　　年　　月
	

	
	年　　月～　　　年　　月
	

	
	　　　年　　月～　　　年　　月
	

	
	　　　年　　月～　　　年　　月
	※超過分は別紙


	職歴
	期　間　※西暦
	勤務先名　※新しいものから順に、雇用形態に関わらず全て記入（現在学生の方もアルバイト経験があれば記入）

	
	　　　年　　月～　　　年　　月
	

	
	年　　月～　　　年　　月
	

	
	　　　年　　月～　　　年　　月
	

	
	　　　年　　月～　　　年　　月
	

	
	　　　年　　月～　　　年　　月
	※超過分は別紙


	賞　　罰

	※超過分は別紙


	趣味・特技

（サークル・部活動・ボランティア等も含む）
	外国人との交流や協働の経験　
（訪日外国人観光ガイド、国際交流サークル等）

	
	


	外国語能力

	下に記載の全ての外国語能力について、該当するものに○をつけてください。その他、学習経験がある外国語があれば記入してください（いずれも自己評価）。また、資格等がある場合は記入してください。

未習：（学習経験なし）／入門：（挨拶、自己紹介ができる）／初級：（簡単な意思疎通ができる）

中級：（日常生活でほぼ支障なく意思疎通ができる）／上級：（業務上も十分活用できる）

※英語の「未」「入門」は本事業の応募要件を満たしません。

	英語
	未習・入門・初級・中級・上級
	インドネシア語
	未習・入門・初級・中級・上級

	タイ語
	未習・入門・初級・中級・上級
	ベトナム語
	未習・入門・初級・中級・上級

	　　　語
	未習・入門・初級・中級・上級
	　　　語
	未習・入門・初級・中級・上級

	TOEFL　　　　　　点（　　　　　年　　　月）　　TOEIC　　　　　　点（　　　　　年　　　月）
英検　　　　　 級（　　　　年    　　月）　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	資格・免許等

	＜日本語教育に関するもの＞　※あてはまる場合は、□にチェックマーク（✓）をつけてください。
□ 日本語教師養成講座（420単位時間以上）　機関・団体名：　　　　　　　　　　　　
□修了（　　　　）年　□在籍中（　　　　年　　　月修了見込み）

□ 日本語教育能力検定試験 合格（　　　　　年）

□ 大学・大学院における日本語教育　　大学・大学院名：　　　　　　　　　　　　　　□主専攻　　□副専攻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学部・学科名：

□ 講座受講等、その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	＜その他の資格・免許等＞




	外国人に対する日本語教育の経験（国内・海外問わず／個人教授、教育実習、TAなども含む）※超過分は別紙

	期間（年数・月数）
	国・機関名
	対象層
	時間／週
	常勤・非常勤等の別

	年　　月～　　年　　月
（　　　年　　　か月）
	
	
	
	☐常勤　☐ 非常勤　☐ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
☐教育実習　☐その他（　　　　）

	年　　月～　　年　　月
（　　　年　　　か月）
	
	
	
	☐常勤　☐ 非常勤　☐ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
☐教育実習　☐その他（　　　　）

	年　　月～　　年　　月
（　　　年　　　か月）
	
	
	
	☐常勤　☐ 非常勤　☐ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
☐教育実習　☐その他（　　　　）


	海外渡航歴　　※滞在期間の長いものから全て順に記入　※超過分は別紙

	期間（年数・月数・日数など）
	渡航先
	主な目的

	例：　2015年　5月～　（　　6日間　　）
	インドネシア
	観光

	年   　月～　（　　　　　　　）
	
	

	年   　月～　（　　　　　　　）
	
	

	年   　月～　（　　　　　　　）
	
	

	年   　月～　（　　　　　　　）
	
	

	年   　月～　（　　　　　　　）
	
	

	年   　月～　（　　　　　　　）
	
	


	１．本事業をどのように知り、日本語パートナーズの活動のどのような点に魅力を感じたかを含めて、「応募理由」を記述してください。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


	２．日本語パートナーズの主な役割（①現地日本語教師のアシスタントとして日本語教育を支援する ②派遣先校の生徒や地域の人たちに日本文化の紹介を通じた交流活動を行う ③現地の言語、文化、社会について学びを深め、体験を日本に発信する）を踏まえた上で、あなたの特技やこれまでの経験を活かした「派遣先での活動内容」のイメージを具体的に記述してください。


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	３．派遣中の生活環境は日本と大きく異なります。日本語パートナーズとして東南アジアで生活するにあたり、あなた自身はどんな点に難しさを感じると思いますか。

	

	

	

	

	

	

	


	４．日本語パートナーズの参加経験を、ご自身の今後の活動やキャリアにどのように活かし、どのように社会に還元したいと考えていますか。

	

	

	

	

	

	

	

	

	


	５．派遣先において、福岡県のどのようなことをPRしたいと考えますか。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	





※1応募時点で学士（4年制大学卒業等）の学位を取得している、または、学士の学位を取得できる4年制大学等に在学中であること





※2応募時点で学士（4年制大学卒業等）の学位を取得していること





□ タイのみ希望する方


・在学証明書または最終学歴の卒業・修了証明書


□ インドネシアを希望する方


以下のいずれかを提出　


・学士の学位の取得を証明できる卒業証明書


※修士、博士の修了証明書は不可


・学士の学位を取得できる機関（4年制大学等）の在学証明書


ベトナムを希望する方　


・学士の学位の取得を証明できる卒業証明書


※修士、博士の修了証明書は不可








【作成上の注意事項】


・応募用紙はいずれもA4サイズ・片面印刷とし、必ず原本を提出してください。


・戸籍上の氏名を記入してください。（ただし、お送りする書類は常用漢字にさせていただく場合があります。）


・「※超過分は別紙」とある項目についてのみ、枠内に書き切れない場合は、超過分を別紙（A4１枚程度）として提出してください。


・行を増やしたり減らしたりせず、指定範囲内に収まるよう作成してください。








写真





(無帽・正面


無背景・無修正)





＊3か月以内に撮影


＊裏面に氏名を記入してください


＊縦4.5cm×横3.5 cm








�JFの今年度第1回募集では、併願に加え、希望順位も付けることができるようになりました。貴県にて適宜ご修正ください。


また、学歴要件の記載ぶりを募集要項に合わせています。


�募集要項の「提出書類」と合わせてあります。


�アンケートを付ける場合には、貴県のご判断でお願いします。


�記載ぶりを変更。


�在勤者に記載を求めるかは、貴県でご判断をお願います。


�未・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ表記から変更。


�新規追加


�以前の2と3を合わせた質問となっております。


２．本事業における日本語パートナーズの「役割」を踏まえた上で、あなたがイメージする「派遣先での活動内容」を具体的に記述してください


３．派遣先での日本語の授業や課外活動において、あなたの特技やこれまでの経験がどのように活かせると考えますか。具体的に記述してください。





5

